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プロジェクトの概要 
私たちは、地域防災と地域活性化を目的

に、2 つの活動を行った。 
 
➀体験型ワークショップ 
活動日時：令和 3 年 11 月 28 日 
活動場所：飯富市民センター 
 
○背景 
飯富地区の防災研修内にて、私たち運営

の体験型ワークショップを行った。防災ブ

ック「東京防災」を参考に、限られた資源を

使って、避難先で役に立つ物品を実際に作

るという体験型のワークショップを行った。

「備え」の大切さを学外にも伝えようと、台

風 19 号の被害を受けた飯富地区を対象に

企画した。 
作ったものは 2 つである。1 つ目が簡易

ランタンで、懐中電灯とペットボトルと水

を使うことで、光が広がりやすくなる。2 つ

目が簡易皿で、ポリ袋と新聞紙を使う。使用

後は、ポリ袋を変えるだけで、何度でも使え

る。 



 
写真 1 簡易ランタンの作り方（東京防災

より） 

 
写真 2 簡易皿の作り方（東京防災より） 
 
○目的 

事前の備えをしておくことで、突然の災

害にも焦ることなく対応できることを目指

した。自治体による災害対策はあるものの、

限界があり見落とされる部分があると考え

た。そこで、東日本のボランティア経験を通

して防災の備えの大切さを学んできた私た

ちが、被災時に役立つ物品作りを通して備

えの大切さに気付いてもらおうとした。 
 

○内容 
当日は、初めにサークルの紹介や簡単な

作り方の説明を行い、その後実際に物品づ

くりを行った。5 名ほどのグループに分か

れてもらった後、学生が細かい点を教えな

がら作成した。 

 
写真 3 活動の様子 
②花植え活動 
活動日時：令和 4 年 1 月 23 日 
活動場所：岩根町山王神社 
 
○背景 
台風 19 号の被害を受けた岩根地区にお

いて、復興支援として、花壇に花を植え、

人々が集える場所を作った。花壇の場所は

氏子会が管理運営している山王神社で、神

社内の一部に色とりどりの花を植えた。こ

のプロジェクトは、以前から顧問の伊藤哲

司先生が進めていたものであり、それに景

観整備というボランティアとして関わりた

いという思いから、私たちも主体的に関わ

った。 

 
写真 4 山王神社内の花壇 
 



○目的 
目的は、地域活性化と地域住民と学生の

交流である。地域活性化に関しては、花壇

を地域住民の交流の場として使ってもら

うことで、地域に活気をもたらす。散歩の

途中に立ち寄ったり立ち話の場として使

ったりしてもらう。地域住民と学生の交流

に関しては、地域住民と学生という普段で

はなかなか実現しない交流を促す。学生は

現地在住の方にしか分からないその地域

の良さを教えていただき、そこに住んでい

ると当たり前になってしまい気づかない

地域の良さを学生が見つける。こうした互

いにメリットとなるような交流を目指し

た。 

 
写真 5 （活動の様子） 
○内容 

当日は、地域の方に整備してもらった花

壇に、学生が花を植えた。 
今後は、今回のような活動の範囲を広げ

ていきたい。山王神社のみでなく、地域の

協力を得て、地域内に花を植え、景観整備

と交流の場を広げていきたい。 
 

プロジェクトの成果報告 
➀体験型ワークショップ 
○成果 

活動を通して感じたのは、参加者が楽し

く活動出来たということだ。今回の活動は、

一方的に講演者が情報発信するという形式

ではなく、協力しながら個人が作り方を学

ぶという形式だったため、全員が主体的に

参加できた点が良かったと思う。また、研修

最後の講評では、地域の防災研修に学生が

関わるというのは初ということで、例年に

はない活動ができたというお言葉を頂いた。 
 
○今後の展望 
今後も、私たちがこれまでのボランティ

ア活動によって得た知識や経験を地域と共

有し、地域全体の防災意識向上につながれ

ばよいと感じた。 
 
②花植え活動 
○成果 
花植えの成果として、地域住民の方から

好評であった。また活動後に神社周辺にお

住まいの方に挨拶に回った際に、快くお話

を聞いてくださる方が多く、私たちも達成

感を感じた。 
 
○今後の課題 
今後、持続的なプロジェクトとするため

に、地域住民との密な連携が必要だと感じ

た。例えば、花植え後の花壇を利用した交流

の機会を作るなどが挙げられる。地域住民

間だけでなく学生との交流も促進されれば

よいと感じた。 
 
参考：東京都防災ホームページ防災ブック

「東京防災」 
防災ブック「東京防災」｜東京都防災ホーム
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